
　

６
月
25
日
㈫
、
第
３
回
東
区
協
議
会
が
出

席
委
員
20
人
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
竜
西
荘
浴
室

利
用
に
つ
い
て

　

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

竜
西
荘
で
の
入
浴
料
の
導
入
に
つ
い
て
、
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

︿
委
員
か
ら
の
質
問
﹀

Q　

一
人
当
た
り
の
入
浴
料
は
ど
れ
く
ら
い

を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

１
０
０
〜
３
０
０
円
を
想
定
し
て
い
る
。浜

松
市
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
12
施
設
の
浴
室

利
用
者
は
年
間
20
万
人
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

収
入
の
見
込
み
は
20
万
人
×
入
浴
料
に
な
る
。

Q　

入
浴
料
に
つ
い
て
は
、い
つ
決
定
す
る
の
か
。

Ａ　

６
月
の
各
区
協
議
会
で
意
見
を
聴
取
し

た
後
、
意
見
を
集
約
し
、
９
月
議
会
で
提
案

予
定
で
あ
る
。

Q　

浜
松
市
内
の
類
似
施
設
で
は
、
高
齢
者
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
の
入
浴
料
を
徴

収
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

類
似
施
設
は
市
内
に
４
カ
所
あ
り
、
北
区

と
浜
北
区
は
２
０
０
円
、
天
竜
区
に
は
２
カ

所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
円
と
２
０
０
円

を
徴
収
し
て
い
る
。

Q　

入
浴
料
に
限
定
せ
ず
、
施
設
の
入
場
料
と

し
て
徴
収
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

当
初
は
入
場
料
の
徴
収
も
含
め
て
考
え

て
い
た
が
、
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や

入
浴
に
掛
か
る
費
用
負
担
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
入
浴
料
に
絞
り
込
ん
だ
。

防
潮
堤
整
備
に
係
る
説
明
に
つ
い
て

　

危
機
管
理
課
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

︿
委
員
か
ら
の
質
問
﹀

Q　

東
区
に
１
日
ど
れ
く
ら
い
の
土
砂
運
搬

ト
ラ
ッ
ク
が
通
行
す
る
の
か
。

Ａ　

未
確
定
だ
が
、
推
測
で
は
１
日
２
０
０

〜
３
０
０
台
だ
と
考
え
て
い
る
。

Q　

防
潮
堤
整
備
の
土
砂
を
運
ぶ
際
に
、
天

竜
川
の
堤
防
道
路
を
利
用
す
る
予
定
だ
と

聞
い
て
い
る
が
、堤
防
道
路
の
下
に
は
宅
地

が
多
い
の
で
可
能
な
ら
ば
利
用
を
避
け
て

ほ
し
い
。

Ａ　

通
行
路
線
や
安
全
対
策
は
検
討
中
で
あ

り
、
早
期
に
地
域
に
示
す
予
定
で
あ
る
。

JR
天
竜
川
駅
橋
上
駅
舎
化
及
び
南

北
自
動
車
道
路
新
設
に
つ
い
て

　

道
路
課
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

︿
委
員
か
ら
の
質
問
﹀

Q　

総
工
費
の
内
訳
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ　

総
工
費
は
27
億
円
。
そ
の
う
ち
５
千
万

円
が
JR
の
負
担
、
残
り
が
市
の
負
担
だ
が
、

市
の
負
担
の
半
額
は
国
か
ら
補
助
さ
れ
る
。

Q　

旧
国
道
１
号
と
の
接
続
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

Ａ　

ま
ず
は
天
竜
川
駅
周
辺
の
整
備
を
行
っ

た
後
に
、旧
国
道
１
号
と
の
接
続
道
路
の
整

備
を
行
う
。

東
区
協
議
会
だ
よ
り
 Vol.
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こ
こ
に
は
大
正
13
年
か
ら
昭
和
29
年
ま

で
中
ノ
町
村
役
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
ノ
町
村
は
、
明
治
22
年
市
町
村
制
の

施
行
に
よ
り
、
大お

お

見み

・
長
ち
ょ
う

命め
い

・
松ま
つ

小こ

池い
け

・

大だ
い

明
み
ょ
う

神じ
ん

・
萱か
や

場ば

・
国く
に

吉よ
し

・
川か
わ

越ご
え

島じ
ま

・
中な
か

野の

町ま
ち

・
一い
っ

色し
き

・
富と
み

田だ

・
白し
ろ

鳥と
り

の
11
村
が
一

緒
に
な
っ
た
村
で
し
た
。
中
ノ
町
村
は
、

明
治
29
年
に
豊
田
郡
か
ら
浜
名
郡
に
編
入

さ
れ
、
村
役
場
は
当
初
は
大
見
（
今
の
中

里
町
）
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
こ
の
看
板
が
立
つ
地
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
29
年
、
中
ノ
町
村
は
浜
松
市
と

合
併
し
、
役
場
も
使
命
を
終
え
ま
し
た
。

※
中
ノ
町
…
旧
中
ノ
町
村
な
ど
の
広
域
名
称

　

中
野
町
…
町
名

　

か
つ
て
こ
こ
を
流
れ
る
小
川
に
は
、

土
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。
中
ノ
町

村
で
は
一
番
東
の
橋
で
あ
り
、
東
海
道

を
往
来
す
る
旅
人
は
、
皆
こ
の
橋
を
渡

り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
後
期
か
ら
、
中
野
町
は
天

竜
川
の
船
運
に
よ
る
木
材
の
集
積
地
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
堤
防
沿
い
に
は
19

軒
の
製
材
所
が
建
ち
、
こ
こ
か
ら
東
の

横
町
に
至
る
通
り
に
は
、
旅
館
、
芸
者

置
屋
、小
料
理
屋
、洋
食
屋
、玉
突
き
場
、

カ
フ
ェ
な
ど
の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
東
橋
が
、
中
野
町
繁
華
街
へ
の

入
口
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

東ひ
が
し
ば
し
あ
と

橋
跡

中な
か
の
ま
ち
む
ら
や
く
ば
あ
と

ノ
町
村
役
場
跡

報
告
事
項
に
つ
い
て

協
議
事
項
に
つ
い
て

東
海
道

東
海
道

浜松アリーナ

蒲協働センター

天竜協働センター

和田小学校

和田東小学校天竜中学校

安
間
川

東橋跡東橋跡

中ノ町村役場跡中ノ町村役場跡
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